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平成 22 年 10 月 1 日 
各  位 
                                会 社 名    株式会社 川 島 織 物 セ ル コ ン 
                                代表者名  取締役社長 中 西 正 夫 
                                コード番号  3009 東証第一部 
                                問合せ先  京都市左京区静市市原町 265 番地 
                                         取締役執行役員 森  仁 士 
                                                 （TEL 075-741-4315） 
 

特別損失の発生に関するお知らせ 
 

当社は、平成 21 年 12 月 22 日付「輸送機器用内装材事業の統合に関する契約の締結について」及

び平成 22 年３月 24 日付「輸送機器用内装材事業の統合日変更のお知らせ」で発表いたしましたとおり、

平成 22 年７月１日を効力発生日として自動車・列車・航空機用内装材事業に関する権利義務を会社分

割（吸収分割）（以下「本件会社分割」といいます。）によりＴＢカワシマ株式会社へ承継させましたが、本

件会社分割に関連して特別損失を計上する見通しとなりましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 特別損失の内容 

本件会社分割に係る会計処理に伴い、第２四半期の連結決算手続きにおいて持分変動損失５３０

百万円、株式売却損失４２０百万円を計上し、合計９５０百万円の特別損失を計上する見通しです。 
また、同個別決算手続きでは株式売却損失２１０百万円の特別損失を計上する見通しです。 

 
当社の海外連結子会社等の財務諸表に関する当社の連結財務諸表への反映は、資産・負債の項

目については直近決算末の為替レートにより、株主資本項目については取得時レートによりそれぞれ

円換算して行っております。そのため、直近決算末の為替レートと取得時レートとの間で発生する差

額について、「純資産の部」の「評価・換算差額等」に「為替換算調整勘定」等として計上しております。

本件会社分割に伴い自動車・列車・航空機用内装材事業の海外連結子会社が持分法適用会社にな

ること等から、連結貸借対照表上に純資産のマイナスとして計上されていた「為替換算調整勘定」等

が５４０百万円減少する見通しです。したがいまして、特別損失は９５０百万円発生する見通しですが、

そのうち「為替換算調整勘定」等は減少し、連結貸借対照表上の純資産合計の減少額は、４１０百万

円となる見通しです。 
 
 
２． 業績への影響 

平成 23 年 3 月期の（連結）業績予想につきましては、本日別途開示しております「連結業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。 
以  上 


